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資料８

○予算の縮減（H27年度4.5億円→H28年度案3億円）
→ クラウドの活用実績や推進体制等を踏まえた、重点的な資源配分

○３年計画の最終年度
→ 学習系クラウドの全国普及に資する、明確な成果のとりまとめ

標準仕様の策定、クラウドのメリット（コスト面/利活用面）の証明等

【前提】

【対応】

○実証地域
文部科学省事業との連携

○検証協力校
クラウドを新規導入し、全面的に利活用するモデルを追加。コストを詳細に把握

○ドリームスクール
新規募集なし。継続希望団体について、計画を重点化。クラウド活用も重視

○その他
ICT CONNECT21や民間教育クラウド事業者と、技術面、普及面で連携・協調


